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１．調査の目的

１１年度「老人保健施設における維持期リハビリテーションの実態に関する調査」
では、老人保健施設のリハビリテーション実施意欲は極めて高いこと、また、介護
保険導入後の老人保健施設の独自性を高める要素としてリハビリテーションの意義
が把握されていることが明らかとなった。

　しかしながら、標準的なリハビリテーション・プログラムが「ある」とする施設
は全体の７割にとどまっており、標準的なリハビリテーション・プログラムがある
施設ほど、リハビリテーション・スタッフの意見やリハビリテーションの方針が実
際の介護に反映されやすく、また、リハビリテーションの実施そのものに積極的で
あること、等を考えると、何らかの標準的なリハビリテーション・プログラムを構



築していくことは重要である。

　そこで、本調査は、介護保険制度下における要介護度の類型別に、標準的なリハ
ビリテーション・プログラムの構築・提示を行うことを目的とする。

２．調査の概要

　アンケートの対象は、施設向けアンケートは、平成１２年１２月末時点の社団法
人全国老人保健施設協会正会員施設２，５７５施設。平成１３年２月に発送して、
平成１３年３月２日まで回収。回収された有効回収票は、１，５１４票（回収率５
８．８％）。

　セラピスト養成校向けアンケートは、全国の理学療法士養成校・作業療法士養成
校１２８校。平成１３年２月に発送して、平成１３年３月２日まで回収。
回収された有効回収票は、５８票（回収率４５．３％）。

　ヒアリングの対象は、リハビリテーションに積極的に取り組んでいると考えられ
る５施設を抽出して実施。


